
京都外国語大学・コミュニティ・エンゲージメントセンター・副センター長

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３０２

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

大学評価における指標デザインとその活用方法の開発

The index design in university evaluation and development of its utilizing 
method

７０４４９５０２研究者番号：

山崎　その（YAMASAKI, Sono）

研究期間：

１５Ｋ０４３８３

年 月 日現在  元   ６ ２８

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：　大学経営において、学内の合意を得ながら課題解決に導く手法の一つとして階層分
析法（Analytic Hierarchy Process：AHP）やベンチマーキングを用いた分析を行った。教育のように大学の存
在意義そのものである機能については、どの大学であっても、またどのような状況にあっても常に重要な課題と
認識されている。しかし、教育以外については大学の経営状態や大学関係者の立場によって捉え方が異なり、課
題の重要度と実際の取組内容とは必ずしも一致していないことを明らかにし、大学経営の問題点を指摘した。

研究成果の概要（英文）：     This study employed the Analytical Hierarchic Process (AHP) and 
benchmarking analysis as a means of leading to the solution of issues in university management while
 gaining a consensus within an institution. Almost all universities recognized education as an 
important mission regardless of a university type and its condition since it is a core function of 
university reflecting the meaning of its exitance.
     However, Universities’ perceptions toward other missions differed depending on their financial
 status and respondent’s (staff’s) position of universities. Thus, this research identified a 
management problem in universities that the severity of issues did not correspond to actual 
approaches and efforts to tackle those issues.

研究分野：大学経営、高等教育システム、大学評価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 大学は生き残りをかけて、各々の特性を活かした新しい価値を生み出すための変革を必要としている。変革を
実現するためには、大学の特性に応じた施策・計画を策定し、それらの成果を的確に測ること、そして評価結果
に従って改善するという合意を得ることがポイントとなる。
 本研究では施策や計画に合致した評価指標のデザイン手法を開発し、学内及びステークホルダーと合意形成す
るための方法について考察した。これらは、年々厳しくなる大学の経営にとって有効な手法の一つと考えられ
る。












